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如
意
輪
観
音
像
は
、
手
が
左
右
各
三
手
の
六
臂

像
が
一
般
的
だ
が
、
本
像
は
全
国
的
に
作
例
が
少

な
い
左
右
各
一
手
の
二
臂
像
で
あ
る
。
左
肩
か
ら

垂
下
す
る
天
衣
を
折
り
た
た
み
、
そ
の
上
に
左
手

掌
を
下
面
し
て
お
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
や
、
輪
王

座
と
も
結
跏
趺
坐
と
も
言
い
難
い
姿
勢
は
、
全
国

的
に
類
例
が
少
な
く
、
如
意
輪
観
音
の
中
で
も
異

形
像
と
考
え
ら
れ
る
。
（
非
公
開
） 

　

大
松
川
ダ
ム
の
管
理
用
道
路
沿
い
（
み
た
け
湖

湖
畔
）
に
位
置
す
る
ト
チ
の
木
は
、
樹
高
、
幹
回

り
、
枝
張
り
な
ど
、
稀
に
見
る
規
模
で
あ
り
、
県

内
で
も
有
数
の
ト
チ
の
木
と
し
て
価
値
が
高
い
。 

自
生
樹
で
あ
り
、
故
事
来
歴
は
な
く
、
樹
齢
も
不

明
で
あ
る
。
以
前
は
こ
の
ト
チ
の
木
に
太
い
ツ
ル

が
絡
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
除
去
し
床
の
間
材

と
し
て
使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

新
た
に
６
件
が
市
指
定
文
化
財
に
指
定

　

市
教
育
委
員
会
は
４
月
１
日
、
６
件
の

文
化
財
を
横
手
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し

ま
し
た
。

　

指
定
を
受
け
た
６
件
の
文
化
財
は
、
市

教
育
委
員
会
か
ら
諮
問
を
受
け
た
市
文
化

財
保
護
審
議
会
（
國
安
寛
会
長
）
が
審
議

し
た
結
果
、
市
指
定
文
化
財
に
指
定
す
る

べ
き
と
答
申
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
受
け
、

４
月
１
日
の
告
示
を
経
て
市
の
指
定
文
化

財
（
登
録
含
む
）
は
、
２
１
３
件
（
う
ち

国
指
定
６
件
、
県
指
定
38
件
、
市
指
定
１

３
８
件
、
国
登
録
31
件
）
と
な
り
ま
し
た
。 　

な
お
、
今
回
答
申
さ
れ
た
文
化
財
の
概

要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

有
形
文
化
財（
彫
刻
） 

天
仙
寺 

如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
　

１
躯 

九
品
寺 

如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
　

１
躯 

有
形
文
化
財（
工
芸
）

圓
淨
寺 

金
銅
装
笈
　

１
背

民
俗
文
化
財（
無
形
民
俗
）

月
山
神
社 

神
輿
渡
御
行
事

増
田
の
福
嶋
サ
イ
サ
イ

記
念
物（
天
然
記
念
物
）

大
松
川
の
ト
チ
ノ
キ
　

１
本 　

障
が
い
者
支
援
施
設
「
ひ
ま
わ
り
社
」
が
開
所

生
活
バ
ス
路
線 

湯
沢
沼
館
線
検
討
会 

協
議
結
果
報
告

天
仙
寺 

如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像

九
品
寺 
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像

増
田
の
福
嶋
サ
イ
サ
イ

大
松
川
の
ト
チ
ノ
キ

圓
淨
寺 

金
銅
装
笈

月
山
神
社 

神
輿
渡
御
行
事

て
ん
せ
ん

に
ょ

り
ん
か
ん
の
ん

さ
つ
ざ
ぞ
う

ぼ

じ

い

く

ほ
ん

に
ょ

り
ん
か
ん
の
ん

さ
つ
ざ

ぞ
う

ぼ

じ

い

え
ん

こ
ん
ど
う
そ
う
お
い

じ
ょ
う
じ

が
っ
さ
ん

と
ぎ
ょ

　

如
意
輪
観
音
像
は
、
手
が
左
右
各
三
手
の
六
臂

像
が
一
般
的
だ
が
、
本
像
は
全
国
的
に
作
例
が
少

な
い
左
右
各
一
手
の
二
臂
像
で
あ
る
。
右
手
は
頬

に
当
て
、
左
手
は
床
に
置
き
、
右
膝
を
立
て
て
坐

し
、
両
足
裏
を
合
わ
せ
る
輪
王
坐
を
と
り
、
頭
部

が
大
き
く
箱
形
に
近
い
体
型
を
し
て
い
る
。
装
身

具
や
端
材
に
欠
失
や
修
理
が
み
ら
れ
る
が
、
像
の

保
存
状
態
が
極
め
て
良
好
で
あ
り
、
表
面
仕
上
げ

に
後
世
の

手
が
加
わ

っ
て
お
ら

ず
、
旧
態

を
保
つ
点

に
つ
い
て

も
貴
重
と

い
え
る
。

　

金
銅
板
に
よ
る
装
飾
を
施
し
て
い
る
が
、
こ
の

金
銅
板
は
文
様
の
外
形
に
切
り
抜
か
れ
、
タ
ガ
ネ

彫
り
や
打
ち
出
し
な
ど
の
加
工
を
施
す
が
、
個
々

の
意
匠
が
比
較
的
大
ぶ
り
で
堂
々
と
し
て
お
り
、

技
術
も
細
密
か
つ
入
念
な
も
の
で
あ
る
。
笈
は
、

仏
具
や
法
具
な
ど
を
収
納
し
た
背
負
い
式
の
運
搬

具
で
、
山
伏
や
旅
の
僧
呂
が
用
い
た
も
の
。
秋
田

県
所
在
品
と
し
て
は
例
が
非
常
に
少
な
く
、
東
北

地
方
に
お

け
る
笈
の

研
究
史
に

お
い
て
も

非
常
に
貴

重
な
事
例

で
あ
る
。

（
非
公
開
）

　

９
月
15
日
の
例
祭
時
に

行
わ
れ
、
江
戸
後
期
か
ら

継
承
さ
れ
て
い
る
月
山
神

社
神
輿
渡
御
行
事
。
各
々

分
担
を
持
つ
氏
子
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
神
輿
の
行

列
が
繰
り
出
さ
れ
、弓
矢
・

鉄
砲
・
鉾
・
槍
な
ど
を
持

っ
た
人
び
と
の
ほ
か
、
高

足
駄
を
履
い
た
天
狗
、
山

伏
一
行
、
神
官
の
一
行
が
雅
楽
を
奏
し
な
が
ら
通

り
、
神
輿
の
後
方
に
は
に
ぎ
や
か
な
サ
イ
サ
イ
囃

子
が
続
く
。
一
行
は
、
「
会
所
」
（
駐
輦
所
）
と

呼
ば
れ
て
い
る
旧
家
（
現
在
は
各
町
内
の
会
館
が

多
い
）
を
ま
わ
り
、
各
駐
輦
所
で
祝
詞
及
び
雅
楽

を
奏
上
し
、
全
町
内
を
ま
わ
る
。

　

福
嶋
サ
イ
サ
イ
囃
子

は
江
戸
時
代
末
期
、
文

化
８
年（
１
８
１
１
）に

秋
田
藩
主
佐
竹
義
和
の

藩
内
御
巡
覧
に
あ
た
っ

て
中
・
七
日
町
の
親
方

衆
に
出
入
り
す
る
若
衆

た
ち
に
横
手
の
サ
イ
サ

イ
囃
子
を
習
得
さ
せ
、
披
露
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
る
。
以
後
、
月
山
神
社
の
神
輿
渡
御
行
事
に

帯
同
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
伝
承
の
た
め
に
組
織

は
特
に
な
く
、
笛
や
太
鼓
な
ど
各
自
好
き
な
楽
器

を
先
達
よ
り
習
い
、
呼
び
か
け
が
あ
れ
ば
一
座
を

組
ん
で
応
じ
る
と
い
っ
た
特
異
か
つ
自
由
な
形
で

伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
今
日
で
は
保
存
会
を
中
心

と
し
て
伝
承
・
継
承
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ぴい

て
ん

ざ

ふ

か

け
っ

ぎ
ょ
う

ね

り
ん

ほ
こ

た
か

あ
し

れ
ん

か
い
し
ょ

の
り
と

ち
ゅ
う

し
ょ

だ

の
う

よ
し
ま
さ

　

任
期
満
了
に
伴
う
秋
田
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
が
４
月
８
日
に
執
行
さ
れ
、
横
手

市
選
挙
区
で
は
４
人
の
新
議
員
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
当
日
有
権
者
数

　

男
　

４
０
、
０
６
０
人

　

女
　

４
５
、
６
９
４
人

　

計
　

８
５
、
７
５
４
人

◆
投
票
者
数

　

男
　

２
６
、
７
４
７
人

　

女
　

２
９
、
７
７
３
人

　

計
　

５
６
、
５
２
０
人

◆
投
票
率

　

男
　

 

66
・
77
％

　

女
　

 

65
・
16
％

　

計
　

 

65
・
91
％

◆
投
票
総
数
の
内
訳

　

有
効
投
票
　

５
５
、
７
６
４
票

　

無
効
投
票
　
　
　
　

７
５
６
票

◆
候
補
者
の
得
票
数
（
立
候
補
届
出
順
）

　

我
　

妻
　

桂
　

子
　
　

７
、
９
７
６
票

　

小
田
嶋
　

伝
　

一
　
　

９
、
８
６
９
票

　

土
　

谷
　

勝
　

悦
　

１
１
、
９
３
４
票

　

鶴
　

田
　

有
　

司
　

１
３
、
６
２
２
票

　

柴
　

田
　

正
　

敏
　

１
２
、
３
６
３
票

    

　

平
成
18
年
９
月
27
日
、
市
に
バ
ス
事
業

者
か
ら
湯
沢
沼
館
線
に
つ
い
て
平
成
19
年

９
月
末
を
も
っ
て
廃
止
し
た
い
と
の
協
議

が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
バ
ス
事
業
者
へ
路
線
の
存
続

を
要
望
し
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
１
月
31

日
に
廃
止
の
意
向
は
変
わ
ら
な
い
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
、
２
月
13
日
に

廃
止
路
線
に
か
か
わ
る
第
１
回
の
検
討
会

を
開
催
。
そ
の
後
、
各
地
区
で
住
民
説
明

会
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
て
、
３
月
26
日
に
開
催
し
た
第

２
回
検
討
会
で
「
路
線
廃
止
を
や
む
を
得

な
い
も
の
と
認
め
、
代
替
手
段
に
つ
い
て
、

定
時
運
行
を
基
本
と
し
、
横
手
・
湯
沢
両

市
連
携
の
も
と
引
き
続
き
検
討
す
る
」
と

い
う
内
容
の
協
議
が
調
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
公
共
交
通
会
議
（
道
路
交

通
法
改
正
に
伴
っ
て
設
置
す
る
こ
と
と
な

っ
た
会
議
体
）
を
設
置
し
、
代
替
手
段
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

検
討
会
の
構
成
員

湯
沢
・
横
手
市
の
利
用
者
代
表
、
雄
勝
・

平
鹿
地
域
振
興
局
、
湯
沢
市
、
横
手
市

対
象
路
線
の
概
要

◆
路
線
名
　

湯
沢
沼
館
線

・
系
統
１
　

起
点
名
：
湯
沢
営
業
所

　
　
　
　
　

経
由
地
：
植
田
小
学
校
前

　
　
　
　
　

終
点
名
：
沼
館

　
　
　
　
　

キ
ロ
数
：
往
路
　

18
・
４
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

復
路
　

18
・
８
㎞

・
系
統
２
　

起
点
名
：
雄
勝
中
央
病
院

　
　
　
　
　

経
由
地
：
植
田
小
学
校
前

　
　
　
　
　

終
点
名
：
沼
館

　
　
　
　
　

キ
ロ
数
：
往
路
　

22
・
８
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

復
路
　

23
・
１
㎞

※
検
討
会
の
会
議
録
は
総
務
企
画
部
企
画

課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果

開所した障がい者支援施設「ひまわり社」

　

障
が
い
者
支
援
施
設
「
ひ
ま
わ
り
社
」

が
完
成
し
４
月
10
日
、
開
所
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

市
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
定
に

よ
り
、
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
精

神
障
が
い
の
３
障
が
い
を
超
え
て
、
共
通

の
基
盤
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
構
築

す
る
た
め
、
横
山
町
の
旧
神
産
婦
人
科
医

院
の
２
階
、
３
階
部
分
を
改
修
し
、
作
業

室
、
デ
イ
ル
ー
ム
、
相
談
室
、
静
養
室
、

休
憩
室
な
ど
を
整
備
。
ひ
ま
わ
り
社
の
事

業
運
営
を
社
会
福
祉
法
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
合
併
前
の
旧
横
手
市
時
代
か

ら
整
備
計
画
が
あ
っ
た
も
の
で
、
事
業
の

内
容
は
、
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
・
多
機

能
型
で
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う

も
の
。
ひ
ま
わ
り
社
で
は
、
障
が
い
者
が

非
雇
用
で
小
規
模
作
業
を
行
う
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
と
、作
業
が
出
来
な
い
、向
か
な

い
障
が
い
の
程
度
区
分
が
３
以
上
の
方
々

の
日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
生
活
介
護

を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
、
定
員
は
各
10
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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市
交
通
指
導
隊
、
防
犯
指
導
隊
、
消
防

団
長
の
辞
令
交
付
式
が
４
月
３
日
、
市
役

所
南
庁
舎
で
行
わ
れ
、
新
任
16
人
を
含
む

２
４
３
人
に
辞
令
を
交
付
し
、
新
年
度
の

交
通
防
災
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

交
通
指
導
隊
長
、
消
防
団
長
、
防
犯
指

導
隊
長
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

交
通
指
導
隊
長 

横
手
指
導
隊
　
　

髙
　

橋
　

龍
　

憲 

増
田
指
導
隊
　
　

佐
々
木
　

英
　

一

平
鹿
指
導
隊
　
　

佐
　

藤
　

祐
　

昂

雄
物
川
指
導
隊
　

柴
　

田
　

小
悦
郎

大
森
指
導
隊
　
　

髙
　

田
　

隆
　

男

十
文
字
指
導
隊
　

武
　

藤
　

清
　

美

山
内
指
導
隊
　
　

向
　

川
　

竹
　

司

大
雄
指
導
隊
　
　

永
　

瀬
　

忠
　

夫

消
防
団
長
　

横
手
消
防
団
　
　

加
賀
谷
　

正
　

悦

増
田
消
防
団
　
　

佐
々
木
　

宗
　

助

平
鹿
消
防
団
　
　

奥
　
　
　

久
　

雄

雄
物
川
消
防
団
　

佐
々
木
　

信
　

義

大
森
消
防
団
　
　

稲
　

葉
　

盛
　

栄

十
文
字
消
防
団
　

髙
　

橋
　

和
　

一

山
内
消
防
団
　
　

下
タ
村
　
　

勲

大
雄
消
防
団
　
　

加
　

藤
　

周
　

一

防
犯
指
導
隊

隊
　

長
　
　
　
　

菅
　

原
　

多
一
郎 

副
隊
長
　
　
　
　

長  

岩
　

敏  

光 

横
手
班
長
　
　
　

松
　

下
　

衛
　

司 

増
田
班
長
　
　
　

佐
々
木
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information
市からのお知らせ 政情報便行

申込期限は５月15日（火）まで
市営住宅の入居者を募集します

新たに醍醐団地（８戸）が完成しました
　この住宅は、立地や間取りなどが、「ファ
ミリー世帯」や「子育て世帯」に適した住宅
になっています。
◆入居条件　公営住宅法に定める入居資格を
　　　　　　お持ちの方が対象になりますの
　　　　　　で、事前に市建築住宅課までご
　　　　　　確認ください（家賃は所得額に
　　　　　　よって異なります）
◆申込方法　市建設部建築住宅課窓口または
　　　　　　各地域局地域維持課にある申込
　　　　　　書に必要事項を記載し、必要と
　　　　　　なる書類を添付し申込んでくだ
　　　　　　さい（郵送不可）
◆申込期限　５月15日（火）まで
◆抽 選 会　５月25日頃の予定（申込者に連
　　　　　　絡します）
◆入居予定　６月中旬
◆申 込 み  市建設部建築住宅課（十文字庁
　　　　　　舎内）　42－5121または各地域
　　　　　　局地域維持課まで（8:30～17:15、
　　　　　　土・日・祝日は除く）

①公営住宅
名　　称

赤谷地住宅
南朝日が丘住宅
第二道川団地
醍醐団地
菅生田住宅
西野住宅
西野団地住宅1・2号棟
上掵住宅
上掵住宅
上掵住宅

築年度
Ｓ50
Ｓ58
Ｓ49
Ｈ18
S63・H1
Ｈ３
Ｈ7・8
Ｓ46～
Ｓ54
Ｓ58

間取り
２ＤＫ
２ＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
３ＬＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ

家賃（円）
12,100～
13,000～
5,400～
29,000～
19,100～
20,900～
26,100～
7,400～
11,700～
13,700～

募集戸数
１
１
１
８
２
１
２
５
２
３

地域名
横　手

平　鹿

大　森

十文字

名　　称
特定西野住宅
特定西野住宅（世帯用）
五十田団地
田町団地

築年度
Ｈ10
Ｈ10
Ｈ９
Ｈ16

間取り
１ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
２ＬＤＫ

家賃（円）
30,000～
50,000～
53,100～
54,000～

募集戸数
２
１
１
１

②特定公共賃貸住宅
地域名
大　森

平　鹿
増　田

交
通
防
災
の
体
制
決
ま
る

　増田町観光協会が主催した「平成
18年度増田町観光写真コンテスト」
の審査が行われ、応募総数89点の中
から、藤原淳子さん（平鹿）の「秋」
が最優秀賞に輝きました。
◆最優秀賞　　　　藤原　淳子さん
◆自然景観部門賞　高橋　信夫さん
◆街並景観部門賞　伊藤与四郎さん
◆祭行事部門賞　　加藤　勝義さん
　なお、入選作品は５月30日まで増
田ふれあいプラザ、６月１日から６
月30日まで増田地域局で展示いたし
ますので、ぜひご覧ください。

平成18年度
増田町観光写真コンテスト

最優秀賞の「秋」

必ず登録しましょう
　生後90日を過ぎた犬は、必ず登録を行わなければな
りません。一度登録すれば生涯有効ですが、引越しを
したときや飼い主が変わったときは変更届、死亡した
ときは死亡届が必要です。
毎年１回の予防注射を
　狂犬病予防注射は、毎年１回の接種が法律で義務付
けられています。今年度の春期集合狂犬病予防注射の
日程は次のとおりです。なお、予防注射は、お住まい
の地域以外でも受けられますので、直接会場へお越し
ください。また、登録手続も行いますので、新しく犬
を飼われた方はぜひこの機会をご利用ください。
◆日程
　大森地域　　５月８日（火）～９日（水）
　大雄地域　　５月10日（木）～11日（金）
　山内地域　　５月15日（火）～17日（木）
　増田地域　　６月６日（水）～８日（金）
　平鹿地域　　６月９日（土）～10日（日）
　十文字地域　６月14日（木）～15日（金）、18日（月）
　横手地域　　６月23日（土）～26日（火）
◆当日持参する物
　・愛犬手帳または犬鑑札
　・予防注射料　3,070円（うち注射済票代550円）
　【新しく犬の登録をする場合】
　・登録手数料　3,000円

【横手地域】
基本健診、結核健診、大腸がん検診、前立腺がん検診
５月14日（月）～18日（金）
【増田地域】
基本健診、結核健診、胃がん検診、大腸がん検診、婦人科
検診、前立腺がん検診、骨粗鬆症健診
５月７日（月）～11日（金）・14日（月）～18日（金）
【平鹿地域】
基本健診、結核健診、大腸がん検診、前立腺がん検診
５月７日（月）～11日（金）
【十文字地域】
胃がん検診　５月15日（火）～18日（金）
婦人科検診　５月14日（月）～18日（金）
【大雄地域】
基本健診、結核健診、胃がん検診、大腸がん検診、婦人科
検診、前立腺がん検診、骨粗鬆症健診
５月１日（火）・２日（水）・７日（月）～９日（水）・14日（月）
～16日（水）

平成19年度春期狂犬病予防注射日程
愛犬の登録と狂犬病予防注射について

集団検診日程（５月１日から18日まで）
集団検診のお知らせ

◆狂犬病予防接種と集団検診の実施会場、時間等詳細につい
　ては、各地域局健康づくり担当へお問い合わせください。
　　横　手　　33‐9600　　　増　田　　45‐5514　
　　平　鹿　　24‐0007　　　雄物川　　22-2157
　　大　森　　26‐4030　　　十文字　　42‐5113
　　山　内　　53‐2933　　　大　雄　　52‐3905

　児童扶養手当とは父母の離婚などにより、父と生計
を同じくしていない児童、または父が障がい者である
場合の児童に対して、その家庭の生活の安定と自立に
役立つよう手当を支給し、児童の福祉の増進を計るこ
とを目的として支給される手当です。
受給できる人
　・両親が離婚した児童（事実上婚姻関係にある場合
　　は申請できません）
　・父親が死亡した児童（遺族年金受給者は申請でき
　　ません）
　・国民年金法の１級または身体障害者手帳の１級か
　　ら２級程度の重度の障がいを持ち、年金を受給し
　　ていない父親の児童
　・親が１年以上同居せず、生計を維持しないで遺棄
　　している児童
　・父親が１年以上刑務所などに収容されている児童
　・婚姻によらず生まれた児童
受給できない人
　・児童が父または母の死亡について公的年金給付を
　　受けることができるとき
　・手当を受けようとする人が公的年金給付を受ける
　　ことができるとき
　・手当の支給要件に該当するに至った日から５年が
　　過ぎたとき

　・児童が児童福祉施設に入所したとき
　・児童が里親に委託されているとき
受給期間
　児童が18歳に達する年度の年度末まで
　一定以上の障がいを持つ児童は20歳の誕生日前日まで
手当の月額
　児童１人　　　41,720円
　児童２人　　　46,720円
　児童３人以上　児童２人の月額に一人当たり3,000　
　　　　　　　　円を加算
　ただし、手当を請求する本人及び同居している扶養
義務者の前年の所得が定められた金額を超えたときは、
一定の期間手当月額の一部または全部が停止となりま
す。
　児童扶養手当は申請しないと受給できません。該当
する内容により添付書類が異なりますので、詳しくは
お近くの地域局福祉保健課及び子育て支援課に確認し
てください。
　なお、現在手当を受けている人で受給内容に変更の
あった場合は速やかに届出をしてください。届出をし
ないまま手当を受けていると、お支払した手当を返還
していただくことになりますのでご注意ください。
◆問合せ　市福祉環境部子育て支援課（大森庁舎内）
　　　　　　26-2113または各地域局福祉担当課

児童扶養手当制度
ご存知ですか

た
つ

の
り

せ
い

え
い
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　身体・知的障害者相談員は、身体障害者福祉法・知
的障害者福祉法により障がい者福祉の増進を図るため、
障がい者またはその保護者からの相談に応じ、必要な
助言や指導を行う地域の身近な相談役です。
　市では身体障害者相談員21人、知的障害者相談員８
人が、県の相談員として活動いただいておりますので、
お気軽にご相談ください。

　いずれの相談員も任期は平成19年４月１日から平成
21年３月31日です。
◆問合せ　市福祉事務所社会福祉課（大森庁舎内）
　　　　　障がい福祉担当　26-2112

information

　介護保険施設入所や、ショートステイなどの施設を
利用する際、１割の介護サービス費用とは別に、食費
と居住費（滞在費）がかかります。この食費と居住費
は全額自己負担ですが、所得の低い人には負担が重く
ならないよう軽減策が設けられており、軽減を受ける
ためには申請が必要です。
　また、既に軽減を受けている方がお持ちの「介護保
険負担限度額認定証」（きみどり色）の有効期限が平成
19年６月30日までとなっています。引き続き軽減を受
けるためには再度申請が必要ですので、ご注意下さい。
【軽減の対象となる方】
　本人および世帯全員が住民税非課税の方
【申請場所】　各地域局福祉担当課口
　　　　　　（申請書は窓口に用意しています）
◆問合せ　市福祉事務所高齢ふれあい課（大森庁舎内）
　　　　　　26-2114または各地域局福祉担当課

　市教育委員会では、小・中学校の教育活動の向上の
ため、ボランティアとして登録し、お手伝いしてくだ
さる方を募集しています。横手市の将来を担う子ども
たちのために、ぜひ皆さんの力をお貸しください。
◆活動内容　①環境整備支援（図書整理、除草や除雪、
　　　　　　植木の剪定、遊具の点検、校舎等の補修、
　　　　　　校内外の美化など）
　　　　　　②教育活動支援（読み聞かせ、農作業指
　　　　　　導、外国語指導、伝統芸能指導、部活指
　　　　　　導、安全パトロールなど）

◆登録期間　登録期間は、平成20年３月31日までとし、
　　　　　　学校からの依頼があった際に活動してい
　　　　　　ただきます
◆応募資格　市内在住の高校生以上の方（免許、資格
　　　　　　の有無は問いません）
◆応募方法　電話、ファクス、メールでご連絡ください
◆応 募 先　市教育委員会教育総務部生涯学習課（雄
　　　　　　物川庁舎内）　22-2155　　22-2116
　　　　　　ﾒｰﾙ：shogaigakushu@city.yokote.lg.jp

申請はお早めに
介護保険の軽減を受けるには申請が必要です

　５月中旬に、固定資産税の「課税明細書」と「納税
通知書」をお届けします。
　この課税明細書により、固定資産の評価額や資産が
どこにあるかを知ることが出来ますので、明細書が届
きましたら内容をご確認ください。
　なお、固定資産税の納期は、１期（５月末日）から
５期（翌年の１月末日）までの５回となっております。
　登記されている家屋を取り壊したときは、法務局で
「滅失登記」の手続きをしてください。また、登記し
ていない家屋や滅失登記が出来ないときは、市財務部
資産税課に「家屋滅失届」を提出してください。建物
の税金は、市で取り壊しを確認した翌年から課税され
なくなりますので、忘れずに手続きをしてください。
　固定資産税の納付には、便利で確実な口座振替のご
利用をおすすめします。
◆問合せ　市財務部資産税課資産税担当（横手庁舎内）
　　　　　　32-2767または各地域局市民生活課税務担当

固定資産税の課税明細書・納税通知書
５月中旬にお届けします

身体・知的障害者相談員
お気軽にご相談ください

～みんなの力で子どもたちを支援しませんか～
学校支援ボランティア募集中！
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知的障害者相談員
地　域
横　手

増　田
平　鹿
雄物川
大　森
十文字
大　雄

行政区
金沢田町
横山町
四ッ谷
蛭野
造山一
八日町１
上掵団地3
耳取（西）

氏　　名
小原　開作
加藤　あつ子
高橋　勇作
佐々木　善三郎
松野屋　作雄
本藤　栄純
黒政　欣也
戸田　與夫

電話番号
37-3007 
36-1544 
45-2302 
24-0885 
22-2949 
26-4220 
42-3188 
52-2204

身体障害者相談員
地　域
横　手

増　田

平　鹿

雄物川

大　森

十文字

山　内

大　雄

行政区
目名川
平和町
大水戸町
前郷一番町
昭和通
増田本町
栄町
下醍醐
川登
回館
稲荷丁
大森武道
上村
屋敷台
中村下
学校通下
上掵団地１
西上町１
南相野々一区
鶴ヶ池
耳取（西）

氏　　名
赤川　房松
小原　次郎
高橋　ミツ子
見立屋　角治
久保　和子
高橋　定市
長谷川　久左衛門
高橋　義男
藤原　信一
高橋　政雄
佐々木　梶子
福田　清廣
佐々木　良美
遠藤　朝男
羽川　弥治兵衛
内山　純男
佐藤　成織
和田　幸子
新田　新一
高橋　トモ子
戸田　和郎

電話番号
36-1009 
32-3326 
32-8784 
32-6867 
45-2402 
45-2327 
24-0501 
25-3588 
24-1273 
22-3817 
22-5359 
26-4375 
26-3480 
26-6215 
44-3028 
42-1217 
42-4070 
42-3159 
53-2802 
53-3039 
52-2176

　冬期閉館しておりました、ほろわの里資料館を５月
１日から開館します。国指定重要無形民俗文化財「保
呂羽山の霜月神楽」と、国指定重要有形文化財「波宇
志別神社神楽殿」を平成２年から５年にかけて大修理
した際の資料を中心に展示しています。入館料は無料
ですので、お気軽にお越しください。
◆期　間　５月１日～（火）11月30日（金）まで
◆時　間　９:00～16:30
◆休館日　無休
◆問合せ　市教育委員会文化財保護課　24-3480

開館期間は11月27日まで
ほろわの里資料館を開館します

　市では、毎月第３水曜日に横手地域局で無料法律相
談所を開設しています。
　相談時間は１人30分ですが、相談できる人数に制限
があるため、市福祉環境部国保市民課まで予約が必要
です。予約は、毎月１日から電話で受付を開始し、先
着４人に達した時点で終了します。
◆時　間　13:00～15:00
◆場　所　横手地域局１階１番窓口（受付）
◆問合せ　市福祉環境部国保市民課　35-2176

無料法律相談所
ご利用ください

　市教育委員会が昨年度に調査を行った、市内７遺跡
の出土遺物等を展示する「平成18年度横手市内発掘調
査成果報告展」を雄物川郷土資料館で開催しておりま
す。ぜひご覧下さい。
◆会　場　雄物川郷土資料館
◆期　間　７月１日（日）まで
◆時　間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
◆休館日　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）
◆入館料　大人100円　小中学生無料
◆問合せ　雄物川郷土資料館　　22-2793

雄物川郷土資料館で７月１日まで
発掘調査成果報告展を開催中

まずは子育て支援課に相談してください
　市福祉環境部子育て支援課では、赤ち
ゃんから18歳までの子どもに関する悩み
や心配ごとなどに、専門の相談員を置い
てご相談に応じます。
　必要に応じてご家庭に出向いての相談
や専門機関への案内なども行ないますの
で、ひとりで悩まず、どのような内容で
もお気軽にご相談ください。プライバシ
ーは厳守します。
◆相談の内容
　・子どもの発育・発達のこと
　・子どもの育て方やしつけのこと
　・子どもの教育のこと
　・子育て仲間づくりのこと
　・離乳食や食事のこと
　・幼稚園や保育所での集団生活のこと
　・子どもの性格や問題行動のこと
　・子どもの虐待に関すること
　その他、何でもご相談ください。
◆相談時間　月曜日から金曜日
　　　　　　８:30～17:00
◆相 談 先　市福祉環境部子育て支援課
　　　　　　（大森庁舎内）　26-2113

次の機関でも相談を受け付けています。
◆地域局
　保健センター、福祉保健課の健康づくり担当

　福祉課、福祉保健課の福祉担当

◆本庁および医療機関

◆県の組織

悩みを聞き、解決に向けて一緒に考えアドバイスします
子育ての悩み、一人で悩まずお気軽にご相談ください！

横　手　33-9600
平　鹿　24-0007 
大　森　26-4030 
山　内　53-2933

増　田　45-5514
雄物川　22-2157 
十文字　42-5113 
大　雄　52-3905

発育・発達及び健康に関して
身近な地域局の保健師が対応
します

横　手　32-2170
平　鹿　24-1114 
大　森　26-4030 
山　内　53-2933

増　田　45-5514
雄物川　22-2157 
十文字　42-5113 
大　雄　52-3905

18歳未満の児童およびひとり
親家庭に関する相談に対応し
ます

学校教育課　　　22-2152
市教育センター　24-1321
保健衛生課　　　35-2185
市立横手病院　　32-5001
市立大森病院　　26-2141

教育に関する相談 
いじめ・不登校に関する相談
発育・発達及び健康に関する相談

小児科、心療内科など

18歳未満の児童を対象とする相談 
精神保健や精神障害に関する相談、女性相談 
学業・教育に関する相談 

配偶者暴力などに対応

少年相談

南児童相談所　　　0120-42-4152
南福祉事務所　　　32-3294 
南教育事務所　　　0120-37-7943 
横手警察署少年サポートセンター
　　　　　　　　　32-2250
秋田県女性相談所　018-832-2534

せん
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防犯看板を設置
■建青会が看板を寄贈（大森）
　４月12日、平鹿建設業協会加盟事務所の後継者で構
成する建青会（下タ村正樹会長・会員15人）が、防犯
パトロール実施中と書かれた15枚の看板を前田地域見
守り隊（平本鉄雄代表・隊員70人）に寄贈しました。
　建青会は、市内の環境美化や防犯活動、地域おこし
など、市を元気にする市民活動を応援しようと、昨年
度「よこて元気ファンド」を設立。子どもたちを見守り、
ゴミの不法投棄や山火事防止などに取り組んでいる同
見守り隊の活動をお手伝いしようと看板を贈りました。 下タ村会長から前田地域見守り隊に看板が贈られました

冠水した公園をきれいに
■河川公園クリーンアップ（雄物川）
　去年12月27日の豪雨により冠水し、流木やゴミ等で
埋め尽くされていた河川公園をきれいにしようと、４
月11日、クリーンアップが行われ、グラウンドゴルフ
協会の会員をはじめ、100人の方々が参加しました。
　一日がかりでゴミを片付けた参加者たちは、２㌧ト
ラック数十台分ものゴミを見て被害の大きさを実感。
「河川公園がこんな状態になっているとは思わなかっ
た。きれいになった公園が今年も市民の『憩いの場』
としてにぎわってほしい」と話していました。皆さんの協力で公園が元通りになりました

福祉活動の一助に
■社会福祉舞踊チャリティー発表会（雄物川）
　４月15日、雄物川コミュニティセンターで社会福祉
舞踊チャリティー発表会が行われました。
　発表会は、舞踊を通して社会福祉意識の高揚を図る
とともに、収益金の一部を社会福祉協議会へ寄付し、
地域福祉活動に役立ててもらおうと、雄物川町舞踊愛
好会（真田廣志会長）が毎年開催しているもので、今
年で19回目。次々に披露される玄人はだしの歌や踊り
に、会場に詰め掛けた400人の観衆は盛んな声援を送っ
ていました。舞踊愛好会の会員が次々に歌や踊りを披露しました

ありがとうの思いを込めて
■道の駅さんない７周年記念祭（山内）
　４月21、22日の両日、道の駅さんない７周年記念祭
が開催されました。
　参加型の催しが大人気で、毎回多くの来場者が訪れ
る道の駅さんないのイベント。今回も、椎茸つかみ取
りやウッディ積み木ピラミッド、手打ち流しそばなど
子どもから大人まで楽しめる多彩な内容で盛り上がり
ました。また、今年で３回目となるそば打ちアマチュ
ア選手権大会も開催され、参加者は地元山内産のそば
粉を１００％使ったそば打ちの腕前を競いました。 大人気の手打ち流しそばコーナー

地域の

３/22…よこて発酵文化研究所サポーター会議（かまくら館）
　サポーターメンバーは、東農大、県立大、県総合食品研究
所などの７人。会員が開発した発酵食品に対するアドバイス
をいただき、商品化に向けた意見交換を行う。
４/２…新規採用職員辞令交付および職員への訓示（南庁舎）
　市民の皆さんの満足度を高めるため、職員一人ひとりがレ
ベルアップに努め、困難なことにも力を合わせ果敢にチャレ
ンジし、10万都市に相応しい職員を目指すよう訓示する。
４/11…農林水産省、企業等訪問（東京都）
　横手産農産品販売拡大のため、農水省、新聞社などを訪問
し、情報の収集と意見交換を行う。また、大手食品関連企業
数社を訪問し、農産品のＰＲを行う。 健康の駅

推進室

健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

健
康
貯
蓄
プ
ラ
ン

〜
歩
数
５
％
増
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

体
重
５
％
減
〜

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
　
Ｐ

秋
田
わ
か
杉
国
体
・
秋
田
わ
か
杉
大
会

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
！

No.13

　

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
市
内
の
小
中
学
生
を

対
象
に
、
国
体
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募

集
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全
55
点
の
応

募
作
品
の
中
か
ら
最
優
秀
３
点
と
特
別
賞
１

点
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

【最優秀作品】
　○小学校低学年の部
　　佐々木岳志さん（旭小2年）「スギッチとやきゅう」
　○小学校高学年の部
　　藤原麻美子さん（雄物川北小5年）「Go!Go!秋田わか杉国体」
　○中学校の部
　　小野寺史歩さん（増田中3年）「虹色の未来へ」
【特別賞作品】
　　佐々木香奈さん（大森中3年）「秋田わか杉国体～軟式野球～」

「スギッチとやきゅう」
佐々木 岳志さん

「Go！Go！秋田わか杉国体」
藤原 麻美子さん

「虹色の未来へ」
小野寺 史歩さん

「秋田わか杉国体～軟式野球～」
佐々木 香奈さん

　

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

働
き
盛
り
世
代
の
皆
さ
ん
。
自
分

の
健
康
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す

る
時
間
を
作
っ

て
い
ま
す
か
。

気
に
な
り
始
め

た
ポ
ッ
コ
リ
お

な
か
、
「
何
と

か
し
な
け
れ
ば

…
」
と
い
う
思
い
が
心
の
ど
こ
か

に
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

健
康
の
駅
推
進
室
で
は
、
高
機

能
万
歩
計
を
活
用
し
た
生
活
習
慣

病
予
防
へ
の
取
り
組
み
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
先
駆
け

と
な
り
、
五
十
嵐
市
長
ほ
か
２
人

が
万
歩
計
を
装
着
し
、
「
自
分
磨

き
」
に
励
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
事
前
に

行
っ
た
健
康
調
査
を
も
と
に
１
年

後
の
目
標
値
を
設
定
。
運
動
や
食

事
に
関
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み

を
行
い
な
が
ら
変
身
し
て
い
く
経

過
を
市
報
で
報
告
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

市長の動静　主な仕事の内容を報告します

五十嵐市長の健康貯蓄プラン
現在の体重 87.8㎏→１年後、83.4㎏に
現在の腹囲101.4㎝→１年後、97.0㎝に

①運動目標
・１日平均歩数を毎月５％増やし、１年後は7,340歩に
・健康の駅トレーニングセンターで週１回運動します
・歩数が不足した日は、「健康の駅体操」を実施します
②食習慣目標
・夕食を腹八分目に制限します
・お酒２合を１合に減らします

【 】
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菅原　洋子さん
　（22歳・大雄）

内藤　裕子さん
　（50歳・十文字）

　

「
一
番
身
近
な
存
在
だ
っ
た
母
の
職
業
、
看

護
師
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
」
と
言
う
洋
子
さ

ん
は
、
今
年
４
月
か
ら
平
鹿
総
合
病
院
に
勤
務

し
て
い
る
看
護
師
さ
ん
。
謙
虚
さ
と
親
し
み
や

す
さ
、
そ
し
て
笑
顔
が
素
敵
な
女
性
で
す
。

◆
自
分
の
性
格
は
？

　

明
る
い
で
す
。
良
く
笑
い
ま
す
ね
。

◆
特
技
は
？

　

水
泳
で
す
。
バ
タ
フ
ラ
イ
が
得
意
で
、
今
で

も
時
々
泳
ぎ
に
行
き
ま
す
。

◆
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

背
が
高
く
て
優
し
い
人
。

◆
好
き
な
言
葉
は
？

　

「
一
期
一
会
」
。
仕
事
柄
、
た
く
さ
ん
の
方

に
会
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
の
出
会
い
を
と
て

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

新町劇団
あやめ座

佐藤　六郎さん（75歳）
　　　フサさん（74歳）

（増田）

　新町劇団あやめ座は、元々は町内の夏祭りを
盛り上げるために結成されたという、ユニーク
な劇団。平鹿地域の新町の皆さんを中心として
平成６年から活動を始め、現在は15人が所属し
ています。
　仕事帰りの練習のため、本番まで全員が揃う
稽古は数回程度。でも、あやめ座が持つ「町内
の結束力」で本番に近づくほどに、より良い演
技力が発揮されるのだとか。
　座員のキャラクターを生かした役作りと、歌
あり笑いありの本格的な舞台は演劇としての評
価も高く、「元々は素人の集まり。実生活に基
づいた、わかりやすく、すぐに笑えるような楽
しい舞台」がモットー。
　なお、あやめ座では現在、主演女優を募集し
ています。楽しい舞台の世界にあなたも参加し
てみませんか。
◆問合せ　後藤さん　２４－３６３８　

ひろ

ひろ

　

裕
子
さ
ん
は
大
阪
府
大
東
市
の

出
身
。
高
校
ま
で
地
元
で
暮
ら
し
、

就
職
し
た
京
都
の
会
社
で
夫
の
幹

夫
さ
ん
（
湯
沢
市
出
身
）
と
知
り

合
い
、
結
婚
。
京
都
や
大
阪
で
暮

ら
し
た
後
、
幹
夫
さ
ん
の
両
親
の

勧
め
も
あ
り
、
昨
年
３
月
に
十
文

字
地
域
に
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
ま

し
た
。

  

「
母
の
実
家
も
自
然
豊
か
な
所

で
し
た
の
で
、
田
舎
暮
ら
し
と
い

う
の
に
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
何
よ
り
も
、
初
め
て
秋
田
に

着
い
た
時
の
空
気
の
綺
麗
さ
、
見

上
げ
た
空
の
青
さ
に
は
感
動
を
覚

え
ま
し
た
」
と
、
初
印
象
を
話
す

裕
子
さ
ん
。
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
生

活
が
長
か
っ
た
た
め
、
家
一
軒
の

大
き
さ
に
も
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　

横
手
弁
に
つ
い
て
は
「
素
朴
で

暖
か
い
で
す
ね
。
今
は
だ
い
ぶ
慣

れ
ま
し
た
が
、
初
め
は
意
味
が
わ

か
ら
ず
、
相
づ
ち
ば
か
り
う
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

若
い
人
ほ
ど
方
言
を
使
わ
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
し
、
標
準
語
と
の

使
い
分
け
が
上
手
な
の
に
驚
き
ま

し
た
ね
。
今
は
方
言
の
良
さ
が
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
恥
ず
か
し

が
ら
ず
に
、
ぜ
ひ
残
し
て
い
っ
て

欲
し
い
素
敵
な
文
化
だ
と
思
い
ま

す
」
と
い
う
嬉
し
い
意
見
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

「
今
の
よ
う
な
デ
ー
ト
や
お
見

合
い
な
ど
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

顔
も
知
ら
ず
に
式
を
挙
げ
た
ん
で

す
」
と
言
う
佐
藤
さ
ん
ご
夫
婦
。

お
二
人
が
結
婚
さ
れ
た
の
は
昭
和

32
年
４
月
。
「
当
時
は
雪
が
多
く

残
っ
て
い
て
、
冬
囲
い
の
ま
ま
で

し
た
。
自
分
で
縫
っ
た
紋
付
の
着

物
を
着
て
、
嫁
支
度
を
し
た
も
の

で
す
」
と
フ
サ
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

結
婚
後
は
、
年
老
い
た
両
親
と

子
ど
も
を
抱
え
、
休
む
暇
な
く
農

業
に
う
ち
こ
む
毎
日
。
「
働
き
通

し
の
人
生
で
し
た
」
と
語
る
姿
か

ら
そ
の
言
葉
の
重
み
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
「
若
い
と
き
に
は
、
お

互
い
に
言
い
合
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
年
輪
を
重
ね

る
に
つ
れ
、
相
手
を
非
難
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
短
所
を
直
そ

う
と
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
、
人

生
の
先
輩
と
し
て
の
教
訓
も
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
に
、
今
年
、
大

学
生
の
お
孫
さ
ん
の
招
待
で
温
泉

施
設
に
３
人
で
宿
泊
す
る
と
い
う
、

思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
「
２
人
で
金
婚
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
支
え

て
く
れ
た
家
族
が
あ
っ
て
こ
そ
。

米
寿
、
卒
寿
も
二
人
で
目
指
し
た

い
も
の
で
す
。
」
と
新
た
な
目
標

も
見
付
か
っ
た
よ
う
で
す
。

大阪府
大東市

■面積　18.27k㎡
■人口　128,969人
■世帯　53,526世帯

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

演劇サークル（平鹿）

兵庫県

京都府

奈良県

和歌山県

大阪府

ご

え
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横手ばら会　栽培技術講習会
　芽かきや消毒など、初夏のばらの手入れを学びます。
●日時／５月６日（日）午前９時30分　●場所／横手南中
学校ばら花壇　●参加費／無料　●持ち物／剪定ばさみ、
軍手　●問合せ／横手ばら会 藤本さん 　32－6177

講演『文字のないラブレター』
　江戸時代の庶民の暮らしぶりについての講演です。講
演のあとは健康作り体操で体をリフレッシュ。
●日時／５月21日（月）午後１時　●場所／大慈寺（大森
町五日町） ●参加費／無料　●問合せ／大慈寺 　26－
2061

友禅和紙の手作り玩具展
●日時／５月４日（金）～14日（月）、午前10時～午後５時
●場所／ね・ま～れ（十文字駅前通り）　●問合せ／ね・
ま～れ 　42－5320

横手読書会５月例会
●日時／５月17日（木）午後２時　●場所／女性センター
●講演／後三年の合戦（役）史跡の発掘について　●講師
／市文化財保護課　●問合せ／横手図書館 　32－2662

東北電力　ガーデニング＆エネルギー講座
　秋田わか杉国体推奨花を使っての寄せ植えと、環境や
エネルギーについて考える講座を開催します。
●日時／６月４日（月）午前９時30分～11時30分、６月６
日（水）午後１時30分～３時30分　●場所／東北電力（株）
横手営業所　●定員／各日時15名　 ●参加費／1,000円
（材料費）　●申込期限／５月15日（火）　●申込み・問
合せ／東北電力（株）横手営業所 総務課　石川さん 　
32－5697

コスチュームデッサン会
　人物画（着衣女性）を描く勉強会です。
●日時／５月13日（日）午前９時30分～午後４時30分（毎
月１回開催）　●場所／かまくら館（見学無料）　●問
合せ／掛札さん 　32－5545

チャリティー　春の手作りエトセトラ
　パッチワーク、小物、トールペイント、雑貨、ケーキ
など、手作り作品の展示販売です。
●日時／５月13日（日）午前９時～午後３時　●場所／テ
ィーズ ファーム ガーデン（十文字町仁井田）●問合せ
／樋渡さん 　42－5878

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

報 ～information～情

idobata  plaza
どばたプラザい いどばたプラザは、市民団体やＮＰＯなど、行

政以外からのお知らせを掲載するコーナーです。
皆さんの情報をお寄せください。

情報～information～

創業支援相談員を設置しました
　市では、起業を考えている方を支
援するため、創業支援相談員を設置
しました。創業に必要な知識や各種
助成制度などの相談を行います。
◆日時／毎週水曜日、午前９時～午
　後４時
◆場所／市役所増田庁舎２階　横手
　市雇用創出協議会事務局
◆問合せ／横手市雇用創出協議会事
　務局（市産業経済部商工労働課内）
　　45－3990

コミュニケーション能力向上
実践講座のお知らせ
　場面に応じたコミュニケーション
能力の向上を目指すための実践的な
講座です。（全５回開催予定）
◆日時／５月19日（土）午後１時
◆場所／横手市民会館
◆テーマ／対人能力の向上『なぜあ
　の人に話が通じないのか？』
◆問合せ／横手市雇用創出協議会事
　務局（市商工労働課内）　45－3990

ＩＴ利活用ステップアップ研修
　事業主や従業員、求職者を対象と
した、ワードやエクセルの基本的な
操作の研修です。
◆期間・コース／５月９日（水）～６
　月28日（木）、７コース実施
◆時間／日中コース（２日間）午前
　９時～午後４時、夜間コース（４
　日間）午後６時～９時
◆場所／しすてむ工房（外ノ目）
◆定員／各コース10名
◆参加費／無料
◆申込期限／各コース開講日の１週
　間前まで
◆申込み／横手市雇用創出協議会事
　務局（市商工労働課内）　45－3990

『安全・安心まちづくり活動支援助
成金』制度のお知らせ
　県では、町内会、ＰＴＡ、老人ク
ラブなどが行う自主的な防犯・防災
活動に必要な活動経費を助成します。
防犯パトロール、防犯・防災教室、防
犯マップの作製などが助成対象です。
◆助成金の額／上限10万円

◆申請受付／５月11日（金）まで
◆申請・問合せ／
　県安全・安心まちづくり推進課
　　018－860－1522・1523

市立横手病院 作業停電のお知らせ
　電気設備の点検のため、約２時間
30分にわたり停電となります。当日
の外来は救急体制をとっていますが、
医療機器を使用した検査等ができま
せん。ご協力をお願いします。
◆日時／５月13日（日）午後１時30分
　～４時
◆問合せ／市立横手病院　32－5001

『横手ふるさと語り』
語り手養成講座の受講生を募集
　横手地域の文化や歴史、伝説など
の保存伝承を目的とし、昔語りを中
心とした、ふるさと横手に伝わる話
の語り方などを学びます。
◆開催日時・場所／６月13日（水）横
　手中央公民館、７月11日（水）あさ
　くら館、８月８日（水）オアシス館、
　９月12日（水）さかえ館
　各午後１時～４時
◆対象者／市内在住で全講座に参加
　可能な方（年齢・性別不問）
◆参加費／無料
◆申込み／横手中央公民館『横手ふ
　るさと語りの会』 　32－3137

栄公民館主催講座『味工房』
会員募集のお知らせ
　腕きき料理人にまごころの味を学
ぶ講座です。
◆実施期間／年６回開催予定（初回
　は５月13日（日）、『里乃や』より講
　師を招いて開催）
◆定員／７名（市内在住の成人女性）
◆会費等／年会費1,700円、 材料費
　１回につき1,000円程度
◆申込受付／５月７日（月） ～ ９日
　（水）正午（先着順）
◆申込み／さかえ館 　33－5320

園児のお弁当作り教室
　毎日のお弁当作りに役立ててみま
せんか。
◆日時／５月24日（木）午前10時
◆場所／女性センター（託児あり）
◆定員／20名

◆参加費／500円（材料代）
◆申込受付／５月８日（火）午前９時
　から開始
◆申込み／女性センター　33－3995

大雄サマーフェスティバル　アマチ
ュアストリートパフォーマーを募集
◆対象者／７月28日（土）開催のサマ
　ーフェスティバルにおいて、ジャ
　グリング、パントマイム、マジッ
　ク、風船、ストリートダンスなど
　の実演ができる市内在住のアマチ
　ュアの方
◆募集期限／５月25日（金）
◆申込み／大雄地域局産業振興課 
　　52－3913

『外国人向け防災マニュアル』を
ご利用ください
　県では、外国人の方が災害時に活
用できるよう『防災マニュアル』『地
震避難リーフレット』を作成しまし
た。各地域局窓口に用意しています
のでご利用ください。
◆内容／地震、火事などの際の対応
◆種類／中国語版、韓国語版、英語
　版、やさしい日本語版
◆問合せ／市総務企画部男女共同参
　画・市民協働推進室 　35－2158

ザルツブルガー・ゲビンデ教室
　木の実を使っての素敵な作品製作
に参加してみませんか。
◆日時／６月８日（金）から10月26日
　（金）までの毎月第２・４金曜日（全
　10回）、午前９時30分～正午
◆場所／サンサン横手
◆参加費／材料費のみ
◆定員／20名
◆申込期限／５月15日（火）
◆申込み／サンサン横手　33－8033

市内名所を巡る半日観光に
参加してみませんか
◆日時／５月14日（月）午前８時45分
◆集合場所／市役所南庁舎向い防雪
　センター前駐車場
◆コース／橋上公園、内町武家屋敷、
　旧日新館、横手公園展望台など
◆参加費／無料（横手公園展望台入
　場料別途100円が必要）
◆定員／20名

◆申込み／横手地域局産業振興課商
　工観光担当 　33－7111

ヘルスアップ栄養教室を開催します
　生活習慣病予防のため、栄養バラ
ンスのとれた食事について学び、日
頃の食生活を見直してみませんか。
◆日時／５月25日（金）午前10時～午
　後１時30分
◆場所／横手保健センター
◆定員／25名（男女不問）
◆参加費／300円（材料費）

◆申込期間／５月７日（月） ～ 14日
　（月）（ただし、土・日は除く）
◆申込み／横手保健センター　　33
　－9600

春の体育館無料開放のお知らせ
◆日時／５月５日（土）午前10時～午
　後３時
◆場所／横手体育館
◆種目／卓球、バスケット、ミニテニ
　ス、バドミントン、トランポリン
◆問合せ／横手体育館 　33－2102

『緑の募金』運動にご協力を
森林を守り育てる『緑の募金』運動が
５月31日までの期間、全県一斉に展開
されています。市民の皆さんのご協力
をお願いします。
◆問合せ／市産業経済部農林整備課
　林政担当 　45－5511

５月は赤十字運動月間です
活動資金にご協力をお願いします。
◆問合せ／日本赤十字社秋田県支部 
　　018－864－2731

せんてい
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お出かけ前にご確認ください

乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

館日休

５月３日（木）

５月４日（金）

５月５日（土）

５月６日（日）

５月13日（日）

婦気 

四日町

清川町

大町

安田

　33-7533 

　33-1233 

　35-2222 

　32-0128

　32-5662

和賀胃腸科内科医院

石田内科医院

横手胃腸科クリニック

橋本内科医院

高橋内科医院

【横手地域】　■場所　横手保健センター
５か月児健康相談（平成18年11月生まれ）
　日　時　５月７日（月）　９:30～10:30
12か月児健康相談（平成18年４月生まれ）
　日　時　５月９日（水）　９:30～10:30
１歳６か月児健診（平成17年10月生まれ）
　日　時　５月10日（木）　12:30～13:30
２歳児歯科健診（平成16年11月生まれ）
　日　時　５月８日（火）　13:00～13:30
３歳児健診（平成15年10月生まれ）
　日　時　５月11日（金）　12:30～13:30
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
１歳６か月児健診（平成17年９月～10月生まれ）
　日　時　５月１日（火）　受付12:40～13:00
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成18年12月生まれ）
　日　時　５月２日（水）　受付13:00～13：30
７か月児健診（平成18年９月生まれ）
　日　時　５月１日（火）　受付13:00～13：30
10か月児健診（平成18年６月生まれ）
　日　時　５月１日（火）　受付13:20～13：40
１歳６か月児健診（平成17年９月～10月生まれ）
　日　時　５月16日（水）　受付13:00～13：30
３歳児健診（平成15年９月～10月生まれ）
　日　時　５月17日（木）　受付13:00～13：30
ポリオ予防接種
　日　時　５月８日（火）　受付13:00～13:30
　対　象　平成18年10月～12月生まれ
　日　時　５月18日（金）　受付13:00～13:30
　対　象　平成18年７月～９月生まれ
【雄物川地域】　■場所　保健センター
４・７・10か月児健診
　日　時　５月10日（木）　受付13:00～13:30
３歳児健診
　日　時　５月11日（金）　受付13:00～13:30
【大森地域】　■場所　高齢者等保健福祉センター
４・７・10か月児健診
　日　時　５月２日（水）　受付12:00～12:30
12か月児健康相談（平成18年３月～４月生まれ）
　日　時　５月16日（水）　受付13:00～13:30
２歳児歯科健診（平成16年９月～11月生まれ）
　日　時　５月17日（木）　受付12:00～12:30
【十文字地域】　■場所　幸福会館
４か月児健診（平成18年12月生まれ）
　日　時　５月１日（火）　受付12:50～13:20
12か月児健康相談（平成18年４月生まれ）
　日　時　５月１日（火）　受付９:30～９:50
７か月児健診（平成18年９月生まれ）
　日　時　５月２日（水）　受付12:50～13:10
10か月児健診（平成18年６月生まれ）
　日　時　５月２日（水）　受付13:10～13:30
【山内地域】
４・７・10か月児健診、12か月児健康相談　■場所　山内公民館
　日　時　５月９日（水）　受付13:00～13:30
１歳６か月児健診　■場所　横手保健センター
　日　時　５月10日（木）　12:30～13:30
２歳児歯科健診　■場所　横手保健センター
　日　時　５月８日（火）　13:00～13:30
３歳児健診　■場所　横手保健センター
　日　時　５月11日（金）　12:30～13:30

【大雄地域】　
ポリオ予防接種　■場所　福祉センター
　日　時　５月15日（火）　13:20～
12か月児健康相談　■場所　福祉センター
　日　時　５月16日（水）　13:00～
２歳児歯科健診　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
　日　時　５月17日（木）　12:00～

【横手地域】
無料法律相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　５月16日（水）　13:00～15:00（要予約）
　申　込　市福祉環境部国保市民課　35-2176
心配ごと相談所
　日　時　５月10日（木）　９:30～12:00
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　５月11・25日（金）　13:00～15:00
　問合せ　横手地域局市民生活課環境・防災担当　32-2703
育児相談
　毎週月曜～金曜日　９:00～17:00
　場所・問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談
　毎週月曜～木曜日　10:00～12:00　13:00～15:00
　場所・問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
心配ごと相談
　日　時　５月10・17日（木）　９:30～12:00
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
心配ごと相談
　日　時　５月２・９・16日（水）　９:30～12:00
【雄物川地域】　■場所　雄物川コミュニティセンター
心配ごと相談
　日　時　５月７・14日（月）　９:30～12:00
【大森地域】　
心配ごと相談所　■場所　高齢者等保健福祉センター
　日　時　５月１・８・15日（火）　９:30～12:00
　問合せ　社協大森福祉センター　26-3274
栄養教室・健康相談　　■場所　大森健康温泉
　日　時　５月10日（木）　10:00～11:00
　問合せ　大森地域局福祉保健課　26-4030
【十文字地域】　■　場所　幸福会館
心配ごと相談所
　日　時　５月11日（金）　９:30～12:00
【山内地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談所
　日　時　５月１・８・15日（火）　９:30～12:00
【大雄地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談
　日　時　５月11日（金）　９:30～12:00

療所診

 

【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　５月２・９日（水）
　受付時間　13：30～15：30
　診療時間　14：00～15：30
狙半内診療所（内科）
　診 療 日　５月15日（火）
　受付時間　13：00～14：00
　診療時間　13：30～14：00
【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　５月９日（水）
　診療時間　14:30～15:30
大沢診療所
　診 療 日　５月14日（月）
　診療時間　13:30～14:30

 
　
　
　
 
　
　
 
　
 
　
 
　
　
　
　

 
　
 
　
　
 
　
　
　
 
　
 
　
　
　

横手図書館　　5月1・3・4・5日
増田図書館　　5月3・4・5・7・14日
平鹿図書館　　5月3・4・5・7・14日
雄物川図書館　5月1・3・4・7・14日
大森図書館　　5月3・4・7・14日
十文字図書館　5月3・4・7・14日
山内図書館　　5月3・4・5・6・12・13日
大雄図書館　　5月3・4・5・7・14日
雄物川資料館　5月1・7・14日
えがおの丘　　5月1・7・14日
三吉山荘　　　5月1・8・15日
大森健康温泉　5月1・7・14日
ゆとりおん大雄　5月5日
シルバーエリア　5月1・7・14日
健康の駅トレーニングセンター　　
　　　　　　　5月1～6・9・16日
子どもと老人のふれあいセンター　
　　　　　　　5月1・7・14日

血日程献
実施時間
10:00～11:30
13:00～14:00
14:30～16:00
10:00～12:00
13:00～16:00
10:00～10:45
11:00～12:15
12:30～13:30
15:00～16:00

月　日

５月８日（火）

地　域

横　手

５月10日（木）横　手

５月15日（火）雄物川

成　分

全　血

種　類

全　血

献血実施場所
ＪＡ秋田ふるさと駅前本店
秋田いすゞ自動車（株）横手営業所
東北農政局平鹿平野農業水利事務所
平鹿地域振興局
市役所 横手庁舎
ＪＡ秋田ふるさと里見支店
ＪＡおものがわ本所
電研産業（株）
スーパーセンタートラスト雄物川店
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POST CARD

◎ご希望のプレゼントを○で囲んでください

１．梅まんさく ２．大屋梅加工品セット

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所企画課
　　広報広聴担当 行

PRESEN
TS    PRESEN

TS    PRESEN
TS    PRESEN

TS    PRESEN
TS    PRESEN

TS

【プレゼント応募締め切り＝５月31日（当日消印有効）】
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

１,200年近い歴史を持つ「大屋梅」。
樹齢400～500年におよぶ古木の芳
醇な実をふんだんに使用し、銘酒
「まんさくの花」で知られる「日
の丸醸造（増田町）」の技を凝縮し
た、日本初の甘酒仕込み梅酒です。
滋味深い大屋梅と、造り酒屋なら
ではのまろやかな味わいがぜいた
くな「梅まんさく」1本（720ml入
り）を５名様にプレゼント。

【提供元】大屋梅保存会事務局（さかえ館内）　33-5320

【提供元】日の丸醸造株式会社 　42-1335

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

ふれあい
　語り合い

たより
●平成18年度優良ふるさと食品中央コンクール
　『農林水産大臣賞』受賞記念プレゼント!!
　　　　日本初登場 甘酒仕込み梅酒「梅まんさく」

●梅干し・カリカリ梅・甘酒仕込みの梅びしお
　伝統の味 「大屋梅加工品３点セット」
昔ながらの製法で独特の酸味を
出した「梅干し」。歯ざわりの
良さと甘酸っぱい味わいが特徴
の「カリカリ梅」。料理の隠し
味として幅広く使え、素材の味
を引き立てる「甘酒仕込みの梅
びしお」。大屋地区伝統の味、
「大屋梅加工品３点セット」を
３名様にプレゼント。

横
手
と
別
れ
る
の
は
つ
ら
い
け
ど
…

「
菜
べ
な
」
さ
ん

（
34
歳
／
横
手
）

　

３
年
間
暮
ら
し
た
横
手
と
サ
ヨ
ナ
ラ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結
婚
と
同
時
に

市
民
と
な
り
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
と
、

こ
の
間
に
人
生
の
ス
テ
ッ
プ
を
い
く
つ
も

上
が
り
ま
し
た
。
人
生
に
お
い
て
大
切
な

こ
の
３
年
間
を
、
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
新

し
い
こ
と
を
求
め
発
展
し
続
け
て
い
る
横

手
で
過
ご
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
広
報
で
は
金
婚
さ
ん
の
コ
ー
ナ

ー
が
楽
し
み
で
し
た
。
私
た
ち
も
50
年
た

っ
て
味
の
あ
る
夫
婦
に
な
れ
る
か
な
？
　

思
い
や
り
の
心
を
忘
れ
ず
に
日
々
を
送
り

た
い
も
の
で
す
。

横
手
に
来
て
感
動
!!

「
白
鳥
大
好
き
っ
子
」
さ
ん

（
29
歳
／
横
手
）

　

夫
の
転
勤
で
神
奈
川
か
ら
横
手
に
来
て
、

３
か
月
。
今
年
は
雪
が
少
な
い
と
い
い
な

が
ら
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
一
番
感
動
し
た
こ
と
は
、

家
か
ら
白
鳥
が
見
れ
た
こ
と
。
２
歳
の
娘

も
白
鳥
を
覚
え
、
絵
本
な
ど
に
載
っ
て
い

る
と
私
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
来
年
は
ぜ

ひ
家
族
で
見
に
行
き
た
い
で
す
。
秋
田
に

転
勤
が
決
ま
っ
た
時
は
不
安
で
し
た
が
、

今
は
来
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
会
い
あ
り
、
別
れ
あ
り
の
春
で
す
ね
。

ほ
か
に
も
「
横
手
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て

た
け
ど
、転
勤
に
な
ら
な
い
か
気
が
か
り
」

「
１
年
と
い
う
期
限
付
き
だ
け
ど
、
横
手

の
生
活
を
満
喫
し
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
、

春
な
ら
で
は
の
お
便
り
が
目
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
「
横
手
か
ら
離
れ
た
こ
と
が
な
く
、

遠
く
か
ら
来
た
方
の
勇
気
に
感
心
」
と
い

っ
た
意
見
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を

胸
に
刻
み
な
が
ら
横
手
で
の
生
活
を
送
っ

て
い
る
様
子
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
春
の
足
音
が
…

「
Ｋ
・
Ｆ
」
さ
ん

（
61
歳
／
大
森
）

　

保
育
園
に
孫
を
迎
え
に
行
っ
た
時
の
事
、

「
こ
れ
な
あ
に
？
」
と
言
わ
れ
手
に
と
っ

た
木
の
枝
、
つ
ぼ
み
が
少
し
ほ
こ
ろ
ん
で

い
ま
し
た
。
「
桜
の
枝
だ
ね
」
と
教
え
た

の
ち
、
小
さ
な
枝
に
生
命
力
が
み
な
ぎ
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
ず
、
ま
た
孫

か
ら
も
ら
っ
た
と
い
う
事
も
あ
っ
て
捨
て

ら
れ
ず
に
花
瓶
に
挿
し
ま
し
た
。
キ
ッ
チ

ン
が
暖
か
い
せ
い
か
、
１
週
間
ほ
ど
で
花

び
ら
が
開
き
、
孫
と
一
緒
に
春
の
訪
れ
を

ひ
と
足
は
や
く
喜
び
ま
し
た
。

地
元
勢
の
活
躍
に
感
激

「
Ｒ
・
Ｆ
」
さ
ん

（
82
歳
／
横
手
）

　　

先
日
上
京
の
際
に
埼
玉
ス
ー
パ
ー
ア
リ

ー
ナ
に
行
き
、
雄
物
川
高
校
バ
レ
ー
部
を

応
援
し
て
き
ま
し
た
。
会
場
も
す
ば
ら
し

い
所
で
し
た
。
試
合
は
鳥
取
工
を
相
手
に

２
対
０
で
勝
利
し
、
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム

に
感
激
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
ベ
ス
ト
８

の
成
績
で
し
た
。
帰
宅
後
、
雄
物
川
高
校

男
子
バ
レ
ー
部
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
応
援
の
礼

状
ま
で
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
の
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

市
民
に
優
し
い
医
療
の
充
実
を

「
ど
ん
ぶ
り
母
さ
ん
」
さ
ん

（
44
歳
／
横
手
）

　　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
ホ
テ
ル
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
外
観
の

新
平
鹿
総
合
病
院
が
い
よ
い
よ
開
院
し
、

地
域
医
療
の
更
な
る
充
実
が
期
待
で
き
ま

す
。
私
は
現
在
横
手
病
院
に
通
院
中
で
す

が
、
市
内
の
３
病
院
ど
こ
に
行
っ
て
も
同

じ
待
遇
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
特
に
お
年

寄
り
の
方
に
優
し
く
詳
し
い
説
明
を
し
て

く
だ
さ
る
医
療
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

学
校
統
合
に
思
う
こ
と

　

長
谷
山
清
治
さ
ん（

北
海
道
）

　
　

　

市
報
に
保
呂
羽
小
の
閉
校
の
記
事
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
前
身
の
木
之
根
小

を
終
戦
直
後
に
卒
業
し
ま
し
た
が
、
２
校

と
も
閉
校
と
な
る
と
、
私
共
の
子
供
の
頃

の
修
学
拠
点
が
す
っ
か
り
消
え
、
教
育
環

境
の
変
化
と
い
え
、
本
当
に
寂
し
い
限
り

で
す
。
し
か
し
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
設

備
と
多
く
の
友
達
に
恵
ま
れ
て
勉
強
で
き

る
の
は
、
児
童
に
と
っ
て
幸
せ
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
児
童
の
み
な
さ
ん
頑
張
っ
て
。

ペ
ッ
ト
に
も
マ
ナ
ー
を

「
Ｔ
．
Ｋ
」
さ
ん

（
50
歳
／
横
手
）

　　

最
近
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
散
歩
す
る
光

景
を
多
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
ナ
イ
ロ
ン
袋
な
ど
を
持
参
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
が
、
何
も
持
た
ず
に
犬
ま
か

せ
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
通
り
去
る
人
も
目

に
し
ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
、
並
々
な
ら

ぬ
愛
情
を
注
が
れ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
が
、

ど
う
か
飼
う
か
ら
に
は
マ
ナ
ー
も
い
っ
し

ょ
に
持
ち
歩
い
て
い
た
だ
き
、
さ
わ
や
か

な
春
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
期
待

　

「
Ｒ
・
Ｓ
」
さ
ん

（
23
歳
／
平
鹿
）

　

若
者
の
要
望
を
ま
ち
づ
く
り
に
…
と
い

う
意
見
が
よ
く
出
ま
す
が
、
私
も
大
賛
成

で
す
。
私
は
今
、
里
帰
り
中
で
す
が
、
横

手
に
は
遊
ぶ
所
や
映
画
館
も
な
く
、
東
京

で
遊
ん
で
い
た
私
に
は
つ
ま
ら
な
く
秋
田

を
出
て
行
く
気
持
ち
が
分
り
ま
す
。
何
か

横
手
に
特
色
（
子
育
て
支
援
、
若
い
人
が

地
元
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
も
の
な
ど
）
が

あ
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
温
か
い
心

「
母
」
さ
ん（

54
歳
／
平
鹿
）

　

あ
い
さ
つ
は
、
し
て
も
さ
れ
て
も
気
持

ち
の
良
い
も
の
、
す
が
す
が
し
さ
を
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
あ
り
が
と

う
、
す
み
ま
せ
ん
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で

言
わ
れ
る
と
超
う
れ
し
い
。
先
日
、
横
手

駅
前
で
私
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
若
い
夫
婦

が
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
一
礼
し
て
か
ら
通

り
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
優
し

い
愛
が
あ
り
ま
し
た
。

我
が
町
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

「
春
よ
こ
い
こ
い
」
さ
ん

　

（
増
田
）

　　

先
日
の
能
登
半
島
地
震
は
人
ご
と
の
よ

う
に
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
忘
れ
た
こ
ろ

に
や
っ
て
く
る
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で

す
。
普
段
か
ら
何
ら
か
の
対
策
を
し
、
防

災
備
品
の
準
備
な
ど
を
し
て
意
識
を
持
つ

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
数
千
世

帯
が
断
水
し
、
家
族
の
健
康
を
願
う
人
が

多
い
と
い
い
ま
す
。

笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
　

「
Ｔ
・
Ｉ
」
さ
ん

（
77
歳
／
雄
物
川
）

　
　

　

「
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
」
の
コ
ー
ナ
ー
に

載
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、
み
ん
な
め
ん

こ
い
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
み

て
い
る
と
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
も
っ
と
活

気
の
あ
る
横
手
市
に
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

も
特
に
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
今
年
も

た
く
さ
ん
の
〝
め
ん
こ
い
〞
笑
顔
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

市報よ
こて

　　お便りをくださった方に、抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。



「山に暮らす海に生きる
　　　　　　東北むら紀行」／結城 登美雄

　東北のむらを歩いた体験を叙情あふれる文体で綴っ
たルポルタージュ（大雄・増田両地区のルポ収録）。
「ゆっくりと、しかし精いっぱい生きているひとたち
から学ぶことが大切」という「地元学」のエッセンス
が凝縮された一冊。著者はこの「地元学」で、05年、
芸術選奨（芸術振興部門）受賞。98年に刊行された書
籍だが、当時から議論されていた過疎化、地方分権、
市街地の空洞化などに対して「最も身近な主体の現在
と、その行方に関心を払うべきでは」と一貫して疑問
を投げかけている姿に、今年生誕100年をむかえる民俗
学者宮本常一の姿をかさねる読者は少なくないはず。

◎一般図書
　○「図書館はまちの真ん中
　　　静岡市立御幸図書館の挑戦」／竹内比呂也
　○「新自由主義」／デヴィット・ハーヴェイ
　○「親より稼ぐネオニート」／今一生
　○「臨床美術」／金子健二
　○「謎のマンガ家・酒井七馬伝」／中野晴行
　○「恋をするターシャ」／ターシャ・テューダー
　○「わが人生の歌がたり 昭和の哀歓」／五木寛之
　○「覚悟の人 小栗上野介忠順伝」／佐藤雅美
　○「まんまこと」／畠中恵
　○「千年樹」／荻原浩
　○「八日目の蝉」／角田光代
　○「月島慕情」／浅田次郎
　○「家日和」／奥田英朗
◎児童図書・絵本
　○「うどんの絵本」（つくってあそぼう）
　○「カーネーションの絵本」（そだててあそぼう）
　○「牧場のいのち」／立松和平
　○「いしぶたくん」／あきやまただし
　○「みんなのせて」／あべ弘士
　○「きぜつライオン」／ねじめ 正一
　○「わたしのおばあちゃん」

／クロード・K．デュボア　

◇◇◇ 定例おはなし会（会場は各図書館） ◇◇◇
・横手図書館／5月13日（日） 午前10時30分から
・増田図書館／5月19日（土） 午後2時から
・雄物川図書館／5月20日（日） 午前10時30分から
・大森図書館／5月20日（日） 午前10時30分から

◇◇◇ 読書会 ◇◇◇
・雄物川図書館／5月25日（金） 午後2時から

◇◇◇ 『絵を描く会』作品展 ◇◇◇
・雄物川図書館／5月8日（火）まで開催中

市立図書館からのお知らせ

新着図書の紹介

園
児
の
撮
影
で
地
元
平
鹿
地
域
の
保

育
園
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
。
「
は
〜
い

笑
っ
て
〜
、
１
た
す
１
は
ニ
イ
」
、

多
少
引
き
つ
っ
た
子
供
た
ち
の
笑
顔

な
が
ら
デ
ジ
カ
メ
に
収
め
て
帰
庁
。

パ
ソ
コ
ン
で
確
認
し
て
ガ
ッ
ク
リ
。

使
い
物
に
な
ら
ず
、
同
僚
の
先
輩
が

ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
に
。
「
今
日
は
秘

密
兵
器
を
連
れ
て
き
ま
し
た
」
と
園

長
先
生
に
紹
介
し
て
撮
影
開
始
。
子

供
た
ち
を
笑
顔
に
導
く
熟
練
し
た
振

舞
い
は
ま
さ
に
匠
の
域
だ
。
こ
の
４

月
、
人
事
異
動
で
６
年
ぶ
り
に
広
報

担
当
に
返
り
咲
い
た
私
。
カ
メ
ラ
も

文
章
も
苦
手
な
私
の
『
産
み
の
苦
し

み
』
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。（
謙
功
）

あ
と
が
き

職人に問われる
「文化を伝承する」という気迫

題 名（ ）

図書館ホームページ（利用案内・蔵書検索・予約など）
http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/toshokan/library_introduction.jsp
※最寄りの図書館ですべての館の蔵書を借りることができます。
■問合せ　雄物川（中央）図書館　22-2300　または最寄りの図書館まで

秋田銀線細工工人

　

銀
線
細
工
の
由
来
は
江
戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
伝
来
し
、
秋
田
に
は
、
鉱
物

資
源
が
豊
富
な
ど
の
理
由
で
い
ち
早
く
伝
わ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
一
時
、
国
策
に
よ
り
贅
沢
品
の
製
造
、
販

売
が
規
制
さ
れ
衰
退
す
る
も
、
戦
後
、
活
況
を
取
り
戻

し
、
秋
田
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
品
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
今
で
は
そ
の
技
を
受
け
継
ぐ
者
は
多
く
な
い
。

　

巧
は
、
工
芸
学
校
を
卒
業
後
、
竹
谷
本
店
（
秋
田
市
）

に
就
職
。
彫
金
修
行
の
た
め
上
京
、
帰
秋
し
た
後
、
ほ

ど
な
く
そ
の
才
能
は
開
花
す
る
。
わ
ず
か
０
・
２
㍉
の

銀
線
２
本
を
手
作
業
で
撚
り
合
わ
せ
、
そ
れ
を
何
本
と

な
く
並
べ
揃
え
、
曲
げ
て
い
く
。
徐
々
に
形
作
ら
れ
て

い
く
模
様
は
、
繊
細
・
緻
密
と
い
う
ほ
か
見
当
た
ら
な

い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
、
銀

ロ
ウ
で
接
合
し
作
品
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
。

「
技
術
と
い
う
の
は
、
頭
で
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
体

で
覚
え
る
も
の
。
手
探
り
で
も
仕
上
げ
ら
れ
る
」

若
い
頃
、
夜
も
眠
ら
ず
修
行
に
励
ん
だ
彫
金
の
技
を
組

み
合
わ
せ
た
芸
術
性
も
巧
な
ら
で
は
。

　

「
今
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
何
で
も
で
き
る
時
代
。
そ

れ
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
時
代
の
流
れ
が
急

激
で
す
ぐ
に
飽
き
ら
れ
て
し
ま
う
。
か
と
い
っ
て
、
伝

統
に
ば
か
り
こ
だ
わ
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

職
人
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
時
代
を
見
据
え
な

が
ら
顧
客
の
声
を
取
り
入
れ
、
伝
統
文
化
を
継
承
し
て

い
く
こ
と
」
生
涯
現
役
、
自
己
研
鑽
が
モ
ッ
ト
ー
だ
と

語
る
巧
の
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
に
、
並
々
な
ら
ぬ
自
信
と

気
迫
が
感
じ
ら
れ
る
。

須藤 至さん（72歳）

昭和９年、大館市生まれ。秋田市
立工芸学校を卒業後、銀線細工お
よび彫金の技術を習得。後に独立
し、須藤装身具を創業。平成８年
からは、秋田ふるさと村工芸工房
「銀線細工すとう」で活動。平成
13年から雄物川町在住。

すとう　いたる

よ

市報を通じて皆さんに伝えたいことや聞きたいこと、日頃考えて
いることなどを「読者の声」としてお寄せください。
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沼入りぼんでん

緑の中を歩こう会

イベントカレンダーE
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17

沼入りぼんでん（11:00～平鹿町醍醐荒処・厳
島神社前弁財天沼）
大森リゾート村芝桜フェスタ（～5月31日）

2007秋田スカイフェスタ（～5日、大雄田根森
農村運動公園）
熱気球係留体験試乗（～4日、スタジアム大雄）
矢口高雄氏サイン会（4日・5日14:00～先着100
人、増田まんが美術館）

第32回「緑の中を歩こう会」（受付9:00～大森
リゾートハウスふれあい）

5/

　全国から集まった色とりどりの気球が、横手盆地の田園
風景に色を添えます。地上約20ｍまで上昇する熱気球係留
体験も行われ、パノラマの世界を満喫できます。
◆日　時　５月３日（木）～５日（土）　午前５:30～
　　　　　※大会日程等は天候（風、雨等）により変更、
　　　　　中止になる場合があります。
◆会　場　大雄田根森農村運動公園（大和更生園隣）
熱気球係留体験試乗
◆日　時　５月３日（木）、４日（金）　午前７:00～10:00
　　　　　※多少の風でも中止になる場合があります。
◆会　場　スタジアム大雄
◆問合せ　大雄地域局産業振興課　52-3913
　　　　　期間中　大雄地域福祉センター　52-3311

　平鹿町醍醐の荒処集落で
300年以上の歴史を持つ「沼
入りぼんでん」。男衆が弁
財天沼の中央に梵天を突き
立て、五穀豊穣、家内安全を
祈願します。
◆問合せ
　平鹿地域局産業振興課　
　　24－1118

　芝桜フェスタ会場を含む
新緑の大森公園周辺を歩く
第32回「緑の中を歩こう会」
が行われます。参加料200円
でどなたでも参加できます。
◆問合せ
　大森生涯学習センター
　　26-4073

Pick uppPick upPick up

Pick uppPick upPick up

Pick uppPick upPick up

 Calendar vent

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間：午後１時～
　５月４日（金）「リロアンドスティッチ」【86分】
　５月５日（土）「ドラえもん
　　　　　　　 のび太とふしぎ風使い」【120分】
　５月６日（日）「クレヨンしんちゃん
　　　　　　　 温泉わくわく大作戦」【113分】
　５月13日（日）「名探偵コナン
　　　　　 　　ベイカー街の亡霊」【107分】
◆問合せ　南部シルバーエリア　26－3880

5月1日～5月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

■５月１日

2007秋田スカイフェスタ
■５月３日～５日

■５月12日
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●大森リゾート村芝桜フェスタ
　オープニングセレモニー
　日　時：5月6日（日）　10:00～
　内　容：大森太鼓・大雄太鼓競演
　　　　 吉田小学校マーチングバンド演奏
　　　　 大森中学校ブラスバンド演奏
　　　　 ポニー馬車運行（プール敷地内）など
　問合せ：大森地域局産業振興課　26－2117

●大森リゾート村芝桜フェスタイベント
　日　時：5月12日（土）　9:30～
　　　　　　13日（日） 10:00～
　内　容：妻こいフォークコンサート
         ポニー馬車運行（プール敷地内）
         気球係留（プール駐車場内）など
　問合せ：大森地域局産業振興課　26－2117
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